
区
分

単
位

貯
蔵
量
に
応
ず
る
放
爆
用
ト
ン
ネ
ル
の
断
面
積

放
爆
用
ト
ン
ネ

ル
の
断
面
積

メ
ー
ト
ル

平
方

64
59
53
47
41
39
38
37
35
34
32
31
29
28
26
24
22
21
19
16
14
12
９
６
５
４
３

貯
蔵
す
る
爆
薬

（
以
下
）

ト
ン

40
35
30
25
20
19
18
17
16
15
14
13
12
11
10
９
８
７
６
５
４
３
２
１
0•7
0•5
0•3

八

火
薬
庫
の
側
面
及
び
底
面
の
地
盤
の
厚
さ
は
、
前
条
第
六
号
の
規
定
を
準
用
す
る
。

九

火
薬
庫
の
土
か
ぶ
り
は
、
次
の
表
の
基
準
に
よ
る
こ
と
。

区
分

単
位

貯
蔵
量
に
応
ず
る
土
か
ぶ
り

土
か
ぶ
り

（
以
上
）

メ
ー
ト
ル

29
28
26
24
21•5
21•0
20•5
20•0
19•5
19•0
18•0
17•5
17•0
16•5
15•5
15•0
14•0
13•0
12•0
11•0
9•5
8•0
6•0
3•5

貯
蔵
す
る
爆
薬

（
以
下
）

ト
ン

40
35
30
25
20
19
18
17
16
15
14
13
12
11
10
９
８
７
６
５
４
３
２
１

別
表
第
二
中
第
十
七
項
を
第
十
八
項
と
し
、
第
五
項
か
ら
第
十
六
項
ま
で
を
一
項
ず
つ
繰
り
下
げ
、
第
四
項
の
次
に

次
の
一
項
を
加
え
る
。

５

地
下
式
一
級
火
薬
庫
の
基
準

一

第
二
十
五
条
の
二
に
お
い
て
準
用
す

る
第
二
十
四
条
第
七
号
及
び
第
十
六
号

並
び
に
第
二
十
五
条
第
四
号
及
び
第
八

号
に
掲
げ
る
検
査
項
目

一

第
二
項
第
七
号
及
び
第
十
六
号
並
び
に
第
四
項
第
五
号

及
び
第
八
号
に
掲
げ
る
完
成
検
査
の
方
法
に
よ
り
検
査
を

行
う
。

二

第
二
十
五
条
の
二
第
一
号
の
火
薬
庫

の
設
置
場
所

二

火
薬
庫
の
設
置
場
所
の
状
況
を
、
目
視
及
び
図
面
に
よ

り
検
査
す
る
。

三

第
二
十
五
条
の
二
第
二
号
の
火
薬
庫

の
構
造

三

火
薬
庫
の
構
造
及
び
材
質
を
、
目
視
及
び
図
面
に
よ
り

検
査
し
、
及
び
外
部
構
造
の
壁
と
内
部
構
造
の
壁
と
の
間

隔
を
、
巻
尺
そ
の
他
の
測
定
器
具
を
用
い
た
測
定
に
よ
り

検
査
す
る
。

四

第
二
十
五
条
の
二
第
三
号
の
外
部
構

造
と
内
部
構
造
と
の
間
の
空
間

四

火
薬
庫
の
外
部
構
造
と
内
部
構
造
と
の
間
の
空
間
の
排

水
の
措
置
の
状
況
を
、目
視
及
び
図
面
に
よ
り
検
査
す
る
。

五

第
二
十
五
条
の
二
第
五
号
の
搬
出
入

用
ト
ン
ネ
ル

五

搬
出
入
用
ト
ン
ネ
ル
の
設
置
の
状
況
及
び
衝
動
波
防
止

の
措
置
の
状
況
を
、
目
視
及
び
図
面
に
よ
り
検
査
す
る
。

六

第
二
十
五
条
の
二
第
六
号
の
昇
降
機

そ
の
他
火
薬
類
の
運
搬
に
用
い
る
設
備

六

昇
降
機
そ
の
他
火
薬
類
の
運
搬
に
用
い
る
設
備
の
設
置

の
状
況
及
び
構
造
を
、目
視
及
び
図
面
に
よ
り
検
査
す
る
。

七

第
二
十
五
条
の
二
第
七
号
の
放
爆
用

ト
ン
ネ
ル

七

放
爆
用
ト
ン
ネ
ル
の
設
置
の
状
況
を
、
目
視
及
び
図
面

に
よ
り
検
査
し
、
及
び
放
爆
用
ト
ン
ネ
ル
の
断
面
積
を
巻

尺
そ
の
他
の
測
定
器
具
を
用
い
た
測
定
に
よ
り
検
査
す

る
。
た
だ
し
、
当
該
測
定
に
お
い
て
、
既
定
の
値
を
満
た

し
て
い
る
こ
と
が
目
視
又
は
図
面
に
よ
り
容
易
に
判
定
で

き
る
場
合
に
限
り
、
目
視
又
は
図
面
に
よ
る
検
査
に
替
え

る
こ
と
が
で
き
る
。
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二

火
薬
庫
の
構
造
は
、
二
重
の
堅
固
な
構
造
と
し
、
外
部
構
造
の
壁
は
、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
で
、
か
つ
、
頂

部
を
放
爆
式
構
造
と
し
、
内
部
構
造
の
壁
は
、
そ
の
外
面
が
外
部
構
造
の
壁
の
内
面
か
ら
二
十
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル

以
上
離
れ
る
よ
う
に
し
、
か
つ
、
湿
気
を
防
ぐ
構
造
と
す
る
こ
と
。

三

火
薬
庫
の
外
部
構
造
と
内
部
構
造
と
の
間
の
空
間
に
は
、
湿
気
の
滞
留
を
避
け
、
排
水
を
完
全
に
す
る
こ
と
。

四

火
薬
庫
に
は
、
搬
出
入
用
ト
ン
ネ
ル
を
設
け
、
か
つ
、
こ
れ
と
は
別
に
放
爆
用
ト
ン
ネ
ル
を
設
け
る
こ
と
。

五

火
薬
庫
に
通
ず
る
搬
出
入
用
ト
ン
ネ
ル
は
、
放
爆
用
ト
ン
ネ
ル
を
介
し
て
火
薬
庫
に
通
ず
る
位
置
に
設
置
し
、

か
つ
、
爆
発
の
際
衝
動
波
が
流
入
し
な
い
た
め
の
措
置
を
講
ず
る
こ
と
。

六

火
薬
庫
に
通
ず
る
搬
出
入
用
ト
ン
ネ
ル
に
昇
降
機
そ
の
他
火
薬
類
の
運
搬
に
用
い
る
設
備
を
設
け
る
と
き
は
、

火
薬
類
に
摩
擦
及
び
衝
撃
を
与
え
な
い
よ
う
な
構
造
の
も
の
と
す
る
こ
と
。

七

第
四
号
の
放
爆
用
ト
ン
ネ
ル
は
、
次
の
イ
か
ら
ニ
ま
で
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
こ
と
。

イ

一
の
火
薬
庫
に
つ
い
て
一
箇
所
と
し
、
鉛
直
に
設
置
す
る
こ
と
。

ロ

放
爆
用
ト
ン
ネ
ル
の
地
上
の
開
口
部
は
、
雨
水
の
浸
入
及
び
火
災
を
防
止
す
る
た
め
に
、
爆
発
の
際
軽
量
の

飛
散
物
と
な
る
ス
レ
ー
ト
板
そ
の
他
こ
れ
に
類
す
る
不
燃
性
物
質
で
覆
う
こ
と
。

ハ

放
爆
用
ト
ン
ネ
ル
の
地
上
の
開
口
部
上
面
に
は
、
盗
難
防
止
の
た
め
金
網
を
張
る
こ
と
。

ニ

放
爆
用
ト
ン
ネ
ル
の
断
面
の
形
状
は
円
形
又
は
正
方
形
と
し
、
火
薬
庫
の
貯
蔵
量
に
応
じ
て
、
次
の
表
の
断

面
積
と
す
る
こ
と
。

十

土
か
ぶ
り
の
土
は
、
石
塊
を
含
ま
な
い
こ
と
。
ま
た
、
土
か
ぶ
り
の
土
に
は
、
火
薬
庫
に
附
随
す
る
設
備
を
含

ま
な
い
も
の
と
す
る
。

十
一

火
薬
庫
付
近
に
は
、
警
戒
札
そ
の
他
の
警
戒
設
備
を
設
け
る
こ
と
。

第
五
十
一
条
第
八
号
中「（
同
項
た
だ
し
書
の
場
合
に
あ
つ
て
は
、
第
五
十
二
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
設
け
ら

れ
た
火
工
所
）」を「（
同
項
第
一
号
の
場
合
に
あ
つ
て
は
、
第
五
十
二
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
設
け
ら
れ
た
火
工

所
、
第
五
十
二
条
第
一
項
第
二
号
の
場
合
に
あ
つ
て
は
火
薬
庫
）」に
、
同
条
第
十
二
号
中
「
同
項
た
だ
し
書
」
を
「
同

項
第
一
号
」
に
改
め
、
同
号
に
次
の
た
だ
し
書
を
加
え
る
。

た
だ
し
、
次
条
第
一
項
第
二
号
の
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

第
五
十
二
条
第
一
項
た
だ
し
書
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

た
だ
し
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

一

一
日
の
火
薬
類
消
費
見
込
量
が
火
薬
又
は
爆
薬
（
移
動
式
製
造
設
備
を
用
い
て
製
造
し
た
特
定
硝
酸
ア
ン
モ
ニ

ウ
ム
系
爆
薬
で
あ
つ
て
、
製
造
し
た
製
造
所
に
お
い
て
製
造
日
に
消
費
す
る
も
の
を
除
く
。）に
あ
つ
て
は
二
十
五

キ
ロ
グ
ラ
ム
以
下
、
工
業
雷
管
、
電
気
雷
管
又
は
導
火
管
付
き
雷
管
に
あ
つ
て
は
二
百
五
十
個
以
下
、
導
爆
線
に

あ
つ
て
は
五
百
メ
ー
ト
ル
以
下
、
制
御
発
破
用
コ
ー
ド
に
あ
つ
て
は
百
メ
ー
ト
ル
以
下
で
あ
る
場
合

二

一
日
の
火
薬
類
消
費
回
数
が
一
で
あ
る
場
合
で
あ
つ
て
、
直
ち
に
火
薬
類
を
火
薬
庫
に
返
納
で
き
る
場
合

第
五
十
二
条
の
二
第
二
項
中
「
前
条
第
一
項
た
だ
し
書
」
を
「
前
条
第
一
項
た
だ
し
書
第
一
号
」
に
改
め
る
。

第
五
十
三
条
第
三
号
中
「
装
て
ん
」
を
「
装

」
に
改
め
、「
火
薬
類
取
扱
所
」
の
下
に「（
第
五
十
二
条
第
一
項
第
二

号
の
場
合
に
あ
つ
て
は
火
薬
庫
。）」
を
加
え
、
同
条
第
九
号
中
「
装
て
ん
」
を
「
装

」
に
改
め
、
同
号
に
次
の
た
だ

し
書
を
加
え
る
。

た
だ
し
、
坑
内
に
お
い
て
、
装

機
の
う
ち
、
特
定
硝
酸
ア
ン
モ
ニ
ウ
ム
系
爆
薬
を
発
破
孔
に
装

す
る
た
め
の

設
備
（
第
四
条
の
二
第
一
項
第
三
十
号
に
規
定
す
る
設
備
を
除
く
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て「
装

設
備
」と
い
う
。）

を
使
用
し
て
特
定
硝
酸
ア
ン
モ
ニ
ウ
ム
系
爆
薬
を
発
破
孔
と
の
間
に
空
隙
が
生
じ
な
い
よ
う
密
に
装

し
、
発
破
孔

の
奥
か
ら
起
爆
す
る
場
合
は
、
発
破
孔
に
込
物
を
使
用
す
る
こ
と
を
要
し
な
い
。

第
五
十
三
条
第
十
号
中
「
特
定
硝
酸
ア
ン
モ
ニ
ウ
ム
系
爆
薬
を
発
破
孔
に
装
て
ん
す
る
た
め
の
設
備
（
第
四
条
の
二

第
一
項
第
三
十
号
に
規
定
す
る
設
備
を
除
く
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
装
て
ん
設
備
」
と
い
う
。）」
を「
装

設
備
」

に
、「
装
て
ん
中
」
を
「
装

中
」
に
、「
装
て
ん
を
」
を
「
装

を
」
に
改
め
る
。

第
五
十
六
条
の
三
の
二
第
十
五
号
中
「
返
納
」
を
「
返
送
」
に
改
め
る
。

第
七
十
五
条
第
五
号
中
「
も
し
く
は
高
等
専
門
学
校
」
を
「
、
高
等
専
門
学
校
若
し
く
は
専
修
学
校
（
同
法
第
百
三

十
二
条
に
規
定
す
る
専
門
課
程
に
限
る
。）」
に
改
め
る
。

附
則
第
三
項
か
ら
第
七
項
ま
で
を
削
り
、
附
則
第
二
項
の
次
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

３

第
十
九
条
第
四
項
の
規
定
は
、
自
衛
隊
法
（
昭
和
二
十
九
年
法
律
第
百
六
十
五
号
）
第
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る

自
衛
隊
が
火
薬
類
を
貯
蔵
す
る
場
合
に
つ
い
て
は
、
平
成
三
十
二
年
十
二
月
十
八
日
ま
で
の
間
は
、
適
用
し
な
い
。
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